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民
法
改
正
委
任
、
請
負
に
影
響

設
計
・
コ
ン
サ
ル
に
忠
実
義
務

法
務
省
が
公
表
し
た
、
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
論
点
整
理
」
は
今
後

の
改
正
動
向
に
よ
っ
て
は
、
設
計
・
コ
ン
サ
ル
の
契
約
形
態
で
あ
る
「
委
任
」
、
元
請
け
や
下
請

け
の
「
請
負
」
に
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。
委
任
契
約
で
は
、
受
任
者
（
設
計
・
コ
ン
サ
ル
）
に
対

し
て
従
来
規
定
し
て
い
た
善
管
注
忘
義
務
（
善
良
な
管
理
者
の
注
意
義
務
）
か
ら
、
委
任
者
（
発

注
者
）
の
立
場
が
よ
り
強
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
「
受
任
者
の
忠
実
義
務
」
規
定
の
考
え
方
が
提

示
さ
れ
た
ほ
か
、
「
請
負
」
に
つ
い
て
も
、
下
請
け
が
直
接
発
注
者
に
支
払
い
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
下
請
け
直
接
請
求
権
の
付
与
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
た
だ
一
方
で
、
民
間
工
事
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
「
澱
庇
修
補
請
求
権
」
は
、
発
注
者
の
請
求
権
の
限
界
も
言
及
し
て
お
り
、
建

設
産
業
界
に
と
っ
て
も
今
後
民
法
改
正
は
大
き
な
関
心
事
と
な
る
。
　
　
　
　
＝
1
面
参
照

「
暇
庇
修
補
請
求
権
の
限
界
」
を
規
定

屑
▽
環
庇
担
保
責
任
▽
注
文
者
の

任
意
解
除
権
▽
注
文
者
の
破
産
手

続
き
開
始
に
よ
る
解
除
▽
下
請
負

1
－
に
細
分
化
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
盛
り
込
む
内
容
を
両
論
併
記

で
提
示
し
て
い
る
。
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も
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記
し
た
。
　
　
　
　
　
一

こ
の
ほ
か
、
設
計
・
コ
ン
サ
ル
m

一
こ
の
う
ち
、
環
庇
担
保
責
任
で

す
震
修
補
請
求
の
つ
い
て
、
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守
義
務
▽
受
任
者
の
忠
実
義
務
▽
川

中
間
論
点
整
理
は
大
項
目
だ
け

で
も
、
▽
債
権
の
目
的
▽
履
行
請

求
権
等
▽
債
務
不
履
行
に
よ
る
損

害
賠
償
▽
賠
償
額
の
予
定
▽
契
約

の
解
除
▽
危
険
負
担
▽
受
領
遅
滞

▽
債
務
不
履
行
に
関
連
す
る
新
規

規
定
▽
債
権
者
代
位
権
か
ら
始
ま

っ
て
、
新
種
の
契
約
や
事
情
変
更

の
原
則
、
契
約
の
解
釈
、
消
賢
者

・
事
業
者
に
関
す
る
規
定
ま
で
6
3

項
目
に
及
ぶ
も
の
。
民
法
の
契
約

法
関
連
全
て
を
見
直
す
大
改
正
。

こ
の
う
ち
、
委
任
や
請
負
は
、

雇
用
、
寄
託
と
合
わ
せ
「
役
務
提

供
型
の
典
型
契
約
」
と
し
て
定
義
。

請
負
に
つ
い
て
は
、
▽
請
負
の

意
義
▽
注
文
者
の
義
務
▽
報
酬
規

律
▽
完
成
し
た
建
物
の
所
有
権
帰

報
酬
に
見
合
っ
た
負
担
を
著
し
く

超
え
、
契
約
上
予
定
さ
れ
て
い
な

い
過
大
な
負
担
を
請
負
者
に
負
わ

せ
る
と
の
批
判
が
あ
る
と
し
て
、

「
暇
庇
修
補
請
求
権
の
限
界
」
の

検
討
を
提
示
し
た
。

ま
た
下
請
負
に
つ
い
て
は
、
下

請
負
の
原
則
の
明
文
化
と
、
下
請

け
の
発
注
者
に
対
し
て
代
金
の
支

払
い
を
直
接
請
求
す
る
こ
と
を
認

め
る
、
直
接
請
求
権
付
与
に
も
言

平成5年打が

受
任
者
の
自
己
執
行
義
務
▽
受
任

者
の
報
告
義
務
▽
委
任
者
の
財
産

に
つ
い
て
の
受
任
者
の
保
管
義
務

－
1
な
ど
受
任
者
（
設
計
・
コ
ン

サ
ル
）
の
義
務
規
定
を
細
か
く
明

文
化
し
た
。

特
に
、
受
任
者
の
忠
実
義
務
は
、

仮
に
規
定
さ
れ
た
場
合
、
強
い
立

雛
銅
謂
踊
錮
紺
鏑
担

恐
れ
が
あ
る
と
の
指
摘
も
明
記
、
一

忠
実
義
務
の
明
文
化
当
否
に
つ
い
㌦

て
さ
ら
に
検
討
す
る
考
え
を
盛
り
m

込
ん
だ
。
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